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１ 本年度の重点目標 

（１）健やかな身体を育み、自他の人格を尊重し、人間としての在り方・生き方を自覚する。  

（２）幅広い知識と教養を身に付け、自ら進んで問題を解決し、社会の変化に対応する。  

（３）目指すべき進路を見据え、職業観を形成し、よりよい社会の発展に寄与する。  

 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策  

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果  

学習指導 ・観点別学習状況の評価については、現実 

的な形で定着しつつある。  

・今年度、教育課程の見直しを図ったが、

入学生の学力層が変化しているなかで、

今後の本校の方針について随時見直し

を図っていく。  

・進学校としてオンライン授業の準備や対

応等で時間を取られるのは、登校して授

業を受けている生徒に影響が出ないか

という懸念もあるので、極力先生方の負

担にならないような体制づくりをお願

いしたい。 

改善方策 ・次期学習指導要領の情報（「主体的に学習に取り組む態度」の評価が不要になるな

ど）が錯綜しているため、正しい情報を集約して全体周知を図る。  

・学びの保障の観点からも、オンライン授業対応については文部科学省の制度改正を

踏まえた道の方針に沿って進める。  

生徒指導 ・年々挨拶ができない生徒も増えているた

め、生徒が自発的に挨拶できるよう教員

が率先して挨拶を示す。 

・ＳＮＳのトラブルへの教員の関与には限

界があり、その対応で教員が時間や体力

を消耗する状況にある。 

・親の立場とすれば手稲高校は厳しい学校

であり、それを良いという価値観もあ

る。時代が変わっても子どもたちにおも

ねることは良いこととは思わない。先生

が権威を失っては教育は成り立たない

と思う。 

改善方策 ・挨拶運動週間など具体的な取組や日常的な声かけを通して、挨拶の習慣化を図る。  

・ＳＮＳの危険性を啓発する機会を増やすとともに、家庭との協力体制のもと未然防

止や早期発見・早期対応に努める。  

進路指導 ・生徒の進路希望実現のため、引き続きス 

タディサポートや模擬試験の分析など

を通して支援を進めている。 

・講習について、３年次生と講習担当教科

を対象にアンケートを実施し、今後の講

習の在り方について検討した。  

・講習については、生徒の進路実現のため

に先生方の献身的な取組に頭が下がる

思いである。３年次生のアンケート結果

では、講習に対し好意的な回答が多かっ

たと伺ったので、極力先生方の負担を抑

える講習運営をお願いしたい。  

改善方策 ・生徒の進路実現に向け、生活面の指導や基礎学力の向上など、年次や教科、分掌等

とより一層連携していく場面が必要である。  

・生徒の進路目標達成のために、効果的な講習運営について検討を重ねる。  

信頼される 

学校づくり 

・本年度も学校説明会を７月に開催し、540

件を超える中学生の申込があった。  

・本年度より放課後に図書室を自習室とし

て開放した。  

・学校Ｗｅｂページの更新を随時行い、広

く情報発信することができた。また各分

掌・年次・部活動等と連携して、「ｎｏ

ｔｅ」の更新も効果的に行えた。  

・学校説明会や自習室の取組など、信頼さ

れる学校づくりのための様々な取組に

感謝する。 

・引き続き、多くの中学生に手稲高校を受

検してもらえるよう、今までの手稲高校

のイメージを払拭するような取組と情

報発信の推進をお願いしたい。  

改善方策 ・今後は部活動見学会などの企画を検討し、広報活動を充実させる。  

・今後も朝の打合せや職員会議等で研修を実施し、コンプライアンスを強化する。  

 

公表方法 

 

・ＰＴＡ役員会、学校評議員会において説明した。  

・保護者・地域には概要について学校だより等を通じて示した。  

・外部には本校ホームページ上に掲載した。  

 


